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　11月15日（土）に第10回議会報告会が南公民
館で開催されました（概要は５ページをご覧くだ
さい）。
　表紙に掲載されている二次元コードを読み込む
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わらび市議会だより

　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律
及
び
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
本
人
ま
た
は
配
偶
者
の
妊
娠
、

出
産
等
を
申
し
出
た
職
員
及
び
３
歳
に
満

た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
に
対
す
る
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
の
周
知
、
制

度
利
用
の
意
向
確
認
の
た
め
の
措
置
及
び

そ
の
意
向
へ
の
配
慮
を
任
命
権
者
に
義
務

付
け
る
も
の
で
す
。

　
１
年
に
つ
き
10
日
相
当
時
間
数
を
超
え

な
い
範
囲
で
、
１
日
当
た
り
の
上
限
時
間

な
く
取
得
で
き
る
部
分
休
業
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

　
公
職
選
挙

法
施
行
令
の

一
部
改
正
に

準
じ
、
選
挙

運
動
用
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
及
び
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作

成
に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

①
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

　
印
刷
費
（
１
枚
当
た
り
）

　
現
行
・・・・
５
４
１
円
31
銭

　
改
正
後
・・・
５
８
６
円
88
銭

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営

　
作
成
費
（
１
枚
当
た
り
）

　
現
行
・・・・
７
円
73
銭

　
改
正
後
・・・
８
円
38
銭

　
県
が
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
を
拡
大
す
る
に
当
た
り
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持

者
が
、
自
立
支
援
医
療
を
利
用
し
て
精
神

科
に
通
院
等
を
し
た
場
合
の
自
己
負
担
額

を
助
成
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
施
行
日
は
令
和
８
年
１
月
１
日

と
な
り
ま
す
。

歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 325億9,661万7,548円 305億　250万5,325円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 69億1,273万4,799円 68億2,255万3,480円

錦町土地区画整理事業 14億1,363万3,133円 11億5,447万　803円

介 護 保 険 60億9,667万　983円 59億5,169万9,026円

後 期 高 齢 者 医 療 10億5,469万7,844円 10億4,832万1,445円

公共用地先行取得事業 3,167万　130円 961万2,076円

収　　入 支　　出

企
業
会
計

病 院 事 業 収益的収支 28億4,451万1,209円 31億2,484万2,581円

水 道 事 業 収益的収支 14億6,846万3,532円 13億1,621万1,531円

公共下水道事業 収益的収支 16億　393万4,787円 15億3,100万5,929円

　令和７年９月定例会では、令和６年度の一般会計、特別会計、企業会計、全
９会計決算について審議し、認定しました。各会計の決算状況を紹介します。

各会計の決算状況

９
月
定
例
会
の

主
な
議
案
の
内
容

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

蕨
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

蕨
市
議
会
議
員
及
び
蕨
市
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公

営
に
関
す
る
条
例
及
び
蕨
市
議
会
議
員
及

び
蕨
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

９月
定例会

　
令
和
７
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
３
日
か
ら
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
、初
日
に
は
、市
長
よ
り

市
政
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
長
提
出
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
９
日
に
は
提
出
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
の
様
々
な
重
要
課
題
を
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解
を
問

い
ま
し
た
（
６
～
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
最
終
日
に
は
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
、
市
長
提
出
議
案
・
決
算
認
定
を
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
・
認
定
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

⃝⃝⃝令和６年度決算⃝⃝⃝
一般会計など全９会計の
決算を認定

←
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わらび市議会だより

　本会議や委員会は原則として一般に公開
されており、傍聴することができます。
　議場及び委員会室は市役所５階です。事
前予約は必要ありません。お気軽にお越し
ください。
　また、傍聴ロビーは本会議や委員会が開
催されていない日でも眺望をお楽しみいた
だけますので、ぜひ一度、足を運んでみて
はいかがでしょうか。

～議会を傍聴してみませんか～

　
一
般
会
計
予
算
を
、
約
10
億
円
増
額
す

る
補
正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
に
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
登
録
し
、

受
信
設
定
を
行
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応

募
し
た
市
民
に
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
５
０
０

円
分
を
配
布
し
ま
す
（
最
大
１
万
人
）。

◆
蕨
あ
る
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
第
３
弾
）

の
実
施

　
コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ
ー
ジ
ア

プ
リ
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
う

ち
、
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
８
０

０
０
歩
以
上
歩
い
た

日
が
４
日
以
上
あ
る

方
に
、
５
０
０
円
分

の
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
廃
棄
用
袋

及
び
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布

　
12
月
号
広
報
蕨
と
あ
わ
せ
て
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
回
収
用
の
透
明
袋
及

び
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

◆
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
整
備
工
事

　
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
公
共
機
能
施
設

部
分
で
あ
る
物
販
施
設
や
駐
車
場
、
駐
車

場
２
階
部
分
の
広
場
、
駐
輪
場
等
に
つ
い

て
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

←

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蕨あるこう 
 

※詳しいアプリの登録方法や登録内容の確認方法は蕨市ホームページを御覧ください。 

 ※「コバトン ALKOOマイレージ」とは 

スマートフォンのウォーキングアプリ「ALKOO」をダウンロード

し、歩数やウォークラリーに参加して獲得したマイレージポイン

トのほか、マイレージポイントプレゼント事業に参加して獲得し

たポイントの数に応じて年 4 回の抽選に自動で参加し、デジタ

ルギフト等の賞品が当たるほか、全国のウォーキングマップな

ども楽しめるものです。 

※アプリダウンロード及びご利用には、別途パケット通信料がかかります。 

 
 

ウォーキングアプリ 「 コバ トン

ALKOO マイレージ」に登録してい

る一般参加者で、住所登録を「蕨

市」にしている市民（18歳以上） 

※デジタルギフトの配布は1月中旬頃にコバ

トン ALKOO マイレージにご登録のメールアド

レスに送ります。 

 

対象及びプレゼント方法 プレゼントの条件 注意事項 

キャンペーンに関するお問い合わせ 蕨市保健センター：048-431-5590 

・アプリ登録日時点で 18 歳以上の

蕨市民であり、登録方式は「一般参

加」を選択してください。「蕨市」の住

所を登録している方が対象です。 

 

アプリ「ALKOO」のインストールはこちら。 

 

蕨市ホームページはこちら。 

 

※登録内容（氏名、生年月日、メールアドレス）

が正しく入力されていない場合や一般参加か

つ「蕨市」の住所で登録していない場合は、条

件を満たしていても対象になりません。 

 

22002255 
 

キキャャンンペペーーンン  
第３弾 

までの期間に、 

1日 8,000歩以上歩いた日が 

4 日以上ある対象の市民にデジタ

ルギフトをプレゼントいたします。 

ププレレゼゼンントト  

　市議会では、令和６年度決算の内容について、予算決算常任委員会の総務・環境福祉経済・教育
まちづくりの３つの分科会において、詳細にわたり審査を行いました。
　令和６年度の決算と主な新規・拡充事業について、審査を行った分科会ごとに紹介していきます。

令和６年度に実施した主な新規・拡充事業

総務費　25億9,475万3,984円
〇家庭用防犯カメラ設置費補助

〇街なか防犯カメラの増設

〇自治体情報システム標準化に対応するための環境整備

〇市民会館改修事業

土木費　33億1,278万2,518円
〇橋りょう長寿命化に向けた改修事業
〇�駅西口地区市街地再開発事業に対する組
合への補助
〇富士見公園内野球場改修工事
〇公共下水道事業への負担金

民生費　143億6,571万7,518円
〇�中等度難聴の高齢者に対する補聴器購入
費への助成
〇地域福祉計画及びこども計画策定
〇ひとり親家庭及び低所得世帯の子どもを対象とした学習支援
〇大学受験料等の助成

消防費　10億1,236万2,542円
〇�防災行政無線設備及び土のうステーショ
ンの増設

〇災害救助用資機材搬送車の整備
〇消防団への救助避難ボートの整備
〇消防団第６分団の消防ポンプ自動車を更新

教育費　27億4,035万824円
〇小学校体育館への空調設備設置

〇中学校屋上防水及び外壁改修工事

〇西公民館等複合施設建設工事の設計

〇第２子以降の学校給食費の無償化

衛生費　31億1,620万2,226円
〇�新型コロナウイルスワクチンの定期接種
及び帯状疱疹ワクチン接種費用への助成

〇群馬県片品村と連携したカーボンオフセット事業
〇スマートウエルネスシティ推進に向けたアクションプランの作成
〇産後ケア事業及び歯周疾患検診の拡充

教
育
ま
ち
づ
く
り
分
科
会

総
務
分
科
会

環
境
福
祉
経
済
分
科
会
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わらび市議会だより

令和７年９月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 わらび

未来の会
日本

共産党 公明党 新翔会 無所属
（榎本議員） 

無所属
（宮下議員） 

日本維
新の会 結果

陳情第 7 号 核兵器禁止条約に参加を求める意見書の提出を求める
陳情 × ○ × ○ ○ ○ × 不 採 択

議案第53号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第54号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第55号

蕨市議会議員及び蕨市長の選挙における選挙運動用自
動車の使用等の公営に関する条例及び蕨市議会議員及
び蕨市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関す
る条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案第56号 蕨市重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第57号 蕨市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第58号 蕨市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第59号 令和７年度蕨市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第60号 令和７年度蕨市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第61号 令和７年度蕨市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第62号 令和７年度蕨市公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第63号 工事請負契約の締結について（蕨市にぎわい交流拠点
整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第64号 工事請負契約の締結について（市民会館ホール改修工
事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第65号 工事委託協定の変更協定の締結について（丁張下青木
跨線道路橋修繕工事委託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定第 1 号 令和６年度蕨市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 2 号 令和６年度蕨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 3 号 令和６年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別
会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 4 号 令和６年度蕨市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 5 号 令和６年度蕨市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 6 号 令和６年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳
出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 7 号 令和６年度蕨市立病院事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定
認定第 8 号 令和６年度蕨市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定
認定第 9 号 令和６年度蕨市公共下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

市議会ホームページ

議会中継を実施しています‼
　蕨市議会では、インターネットによる本会議の議会
中継（ライブ中継・録画放映）を実施しています。
　パソコンやスマートフォンなどでいつでも簡単に視
聴することができますので、ぜひご覧ください。
　ライブ中継・録画放映を含む市議会の詳しい情報は、
蕨市議会のホームページをご覧ください。

※　議案第55・60・62号、認定第１号については質疑が、陳情第７号、議案第55号については討論が行われました。質疑・討論の詳細
な内容は蕨市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。
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12月定例会の日程（予定）
11月26日（水）　開　　会
　 　28日（金）　議案質疑・委員会
12月 １ 日（月）　委員会・分科会
　 　 ２ 日（火）　委員会・分科会
　 　 ３ 日（水）　委員会・分科会
　 　10日（水）　一般質問
　 　11日（木）　一般質問
　 　12日（金）　一般質問・委員会
　 　16日（火）　閉　　会
※議会の都合により日程は変更になる場合があります。

広報広聴委員会を開催しました
9 月30日「12月発行号の概要、議会報告会について」
11月13日「12月発行号の最終確認」
11月25日「議会報告会について」



わらび市議会だより

　第10回となる今年度の議会報告会は、令和７年11月15日に南公民館において開催しました。当日は、
59人の方々にご参加いただくとともに、当日ご参加いただけない方にもその様子をご覧いただけるよう、
リアルタイムでの配信を行いました。当日、ご参加・ご視聴いただいた皆さま、誠にありがとうございま
した。
　また、議会報告会の様子は、ケーブルテレビ「ウインク」で11月28日から12日４日に放送されるほか、
インターネットで録画配信をしています。ぜひご覧ください。

議会報告会を開催しました

～第10回議会報告会の内容～
〇議長あいさつ、議会のしくみ等の紹介
〇総務・環境福祉経済・教育まちづくり
　各常任委員会の報告
〇蕨市立病院建替え整備特別委員会の報告
〇質疑応答・意見交換

♦ ♦ ♦  各委員会の報告テーマ  ♦ ♦ ♦

委 員 長　本田 てい子
副委員長　岡田 みきお
委　　員　宮下 奈美

委員　古川 歩
委員　鈴木 智
委員　前川 やすえ

・自治体DXの推進について
・蕨市公式LINEの導入について
・防災対策について
・令和６年度決算における市税について

総務常任委員会

委 員 長　庄野 航二
副委員長　金丸 けんじ
委　　員　矢嶋 聡子

委員　武下 涼
委員　榎本 和孝
委員　小林 利規

・e-stationと不登校支援について
・浸水センサ設置について
・小学校プールについて

教育まちづくり常任委員会

委 員 長　栃本 よしかね
副委員長　山脇 紀子
委　　員　鈴木 慎乃助

委員　大石 圭子
委員　比企 孝司
委員　大石 幸一

・にぎわい交流拠点整備事業について
・環境対策について

環境福祉経済常任委員会

委 員 長　前川 やすえ
副委員長　榎本 和孝
委　　員　鈴木 慎乃助

委員　栃本 よしかね
委員　本田 てい子
委員　鈴木 智

・�中間報告の概要と第７回～第11回特別委員会
のトピックスについて

蕨市立病院建替え整備特別委員会

わらび市議会だより No.2325
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議
員
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
等
の
回
収
に
必

要
な
だ
い
だ
い
色
の
か

ご
に
、
注
意
喚
起
の
表

示
が
さ
ら
に
必
要
で
は

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
現
在
、

か
ご
に
貼
れ
る
シ
ー
ル

を
作
成
し
て
お
り
、
各

地
区
の
収
集
曜
日
と
、「
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
等
」
と
い
っ
た
表

記
に
変
更
予
定
で
あ
る
。

議
員
誰
で
も
分
か
る
よ
う
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
12

月
に
回
収
用
の
透
明
袋
と
一
緒
に

啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

等
を
使
用
し
て
い
る
製
品
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
啓
発
チ
ラ
シ
に

つ
い
て
は
、
危
険
性
、
捨
て
方
等
、

ま
と
め
て
記
載
す
る
。
ま
た
、
日

本
語
・
外
国
語
表
記
を
両
面
刷
り

し
、
捨
て
方
を
周
知
で
き
る
よ
う

な
チ
ラ
シ
を
考
え
て
い
る
。

議
員
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を

含
む
製
品
の
安
全
対
策
に
関
す
る

具
体
的
な
要
望
及
び
財
政
負
担
の

国
へ
の
要
望
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
例
え
ば
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
捨
て
方

の
注
意
喚
起
等
を
す
る
こ
と
や
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
等
の
取
り

組
み
と
そ
れ
に
対
す
る
財
政
支
援

も
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、
特
別

交
付
税
措
置
に
関
す
る
補
助
率
の

引
き
上
げ
、
さ
ら
に
、
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
建
設
工
事
に

係
る
財
政
支
援
等
、
他
自
治
体
の

首
長
と
も
共
有
し
、
国
に
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。

議
員
誰
に
で
も
分
か
る
利
用
内

容
の
看
板
の
設
置
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
利
用
の
継
続
、
ま
た
、
管

理
棟
と
の
連
携
に
つ
い
て
等
、
要

望
が
来
て
い
る
が
い
か
が
か
。

都
市
整
備
部
長
利
用
案
内
板
に

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
利
用
時
間
等

を
明
記
し
た
上
で
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
仕
切
り
ネ
ッ
ト
で
エ
リ

ア
を
区
分
す
る
等
、
安
全
確
保
に

も
努
め
る
。
ま
た
、
市
民
公
園
に

は
公
園
管
理
人
が
２
名
常
駐
し
て

お
り
、
ボ
ー
ル
広
場
に
お
い
て
も

入
り
口
の
開
閉
施
錠
等
、
適
切
な

管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
ボ
ー
ル
遊
び
も
で
き
る
学

校
の
校
庭
、
体
育
館
の
開
放
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
市
内
の
全
て
の
小
学

校
で
平
日
の
放
課
後
に
ボ
ー
ル
を

使
用
し
て
校
庭
で
在
校
生
が
遊
ぶ

こ
と
を
可
と
し
て
い
る
。
一
方
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
鍵
や
安
全

の
管
理
が
難
し
い
こ
と
か
ら
開
放

し
て
い
る
学
校
は
な
い
。

議
員
土
・
日
曜
日
に
開
放
し
て

い
る
市
も
あ
る
。
検
討
を
お
願
い

す
る
。

学
校
の
校
庭
・
体
育
館

の
開
放
に
つ
い
て

新
設
さ
れ
る
市
民
公
園
の
ボ
ー
ル

遊
び
が
で
き
る
広
場
に
つ
い
て

市政を問う！

一 般 質 問一 般 質 問

比
　
企
　
孝
　
司
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

ひき　こうじ

発
火
を
防
ぐ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
へ
の
対
応
に
つ
い
て

録画配信

議　長
大石　圭子

副議長
古川　　歩

　９月定例会では、22・

24・25日の３日間で14人

の議員が市政に対する一般

質問を行いました。

リチウムイオン電池等は透明袋に
入れてだいだい色のかごへ
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避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合

等
、
様
々
な
状
況
を
鑑
み
る
と
、

１
か
所
で
も
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ

る
と
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
設
置
後
の

利
用
状
況
等
も
分
析
し
な
が
ら
、

他
の
階
へ
の
設
置
等
も
含
め
、
校

舎
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
可
能
で
あ
れ
ば
全
部
の
階

に
あ
る
と
い
い
。
引
き
続
き
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
対
応
を
お
願
い
す
る
。

議
員
今
年
度
、
外
部
委
託
が
行

わ
れ
て
い
る
小
学
校
４
校
及
び
残

り
３
校
の
水
泳
授
業
の
状
況
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
。

教
育
長
４
校
に
つ
い
て
は
、
施

設
と
の
間
を
大
型
バ
ス
で
移
動
し
、

泳
力
別
に
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

各
グ
ル
ー
プ
に
専
門
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
１
人
が
つ
く
。
教
職
員

は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
児
童
の
見
守

り
や
評
価
、
支
援
を
要
す
る
児
童

へ
の
対
応
を
行
っ
た
。
３
校
に
つ

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
医
療
・
介
護
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て
、

在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
の
現
状

や
課
題
を
共
有
し
、
対
応
策
を
検

討
す
る
等
、
連
携
体
制
の
構
築
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
在
宅
医

療
担
当
者
会
議
へ
の
出
席
、
連
携

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
緩
和
カ
フ
ェ
へ

の
参
加
等
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
地
域
の
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
と
し
て
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
す
る
に

当
た
り
、
個
人
ア
ド
レ
ス
付
与
の

現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
本
市
で
は
Ｍ
Ｃ

Ｓ
の
運
用
を
蕨
戸
田
市
在
宅
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、

個
人
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
Ｍ
Ｃ

Ｓ
専
用
の
ア
ド
レ
ス
で
登
録
し
、

担
当
者
の
み
が
使
用
で
き
る
よ

う
管
理
し
て
い
る
。

議
員
個
人
ア
ド
レ
ス
を
付
与

し
、
円
滑
に
運
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

職
員
の
負
担
軽
減
、
業
務
の
効

率
化
に
お
い
て
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
早
期
導
入
が
必
要
だ
と

議
員
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ

う
か
。

教
育
長
今
年
度
実
施
し
て
い
る

３
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
現
在
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

ま
た
、
並
行
し
て
次
年
度
実
施
予

定
の
小
学
校
４
校
の
設
計
委
託
を

進
め
て
お
り
、
令
和
９
年
度
に
は

中
学
校
３
校
の
工
事
が
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員
今
回
、
校
舎
内
に
多
目
的

ト
イ
レ
が
各
１
か
所
新
設
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
良
い
一
歩
だ
と
感

じ
て
い
る
が
、
数
は
十
分
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
一
時
的
な
け
が
の
際
や

教
職
員
の
利
用
、
ま
た
、
校
舎
が

議
員
市
立
病
院
建
替
え
の
進
捗

状
況
と
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
建
物
や
駐
車
場

の
配
置
等
、
全
体
計
画
を
進
め
て

き
た
。
今
後
は
構
造
、
電
気
設
備
、

機
械
設
備
等
の
検
討
も
行
い
、
年

度
内
に
基
本
設
計
を
策
定
す
る
。

議
員
総
合
診
療
科
の
設
置
及
び

病
院
設
計
に
生
か
す
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

病
院
事
務
局
長
総
合
診
療
医
の

確
保
は
重
要
だ
と
考
え
る
一
方
、

内
科
が
同
様
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
現
時
点
で
の
設
置
は
難
し
い

が
、
必
要
な
検
討
は
行
っ
て
い
く
。

設
計
に
つ
い
て
も
診
療
室
等
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員
総
合
診
療
科
は
医
師
不
足

と
い
う
大
き
な
問
題
の
中
で
重
要

な
診
療
科
だ
と
思
う
。
経
営
改
善

に
向
け
、
引
き
続
き
柔
軟
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
す
る
。

議
員
地
域
の
主
要
な
医
療
・
介

護
提
供
主
体
と
の
協
議
・
連
携
は

い
て
は
、
雨
天
や
気
温
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
る
日
が
あ
っ
た
が
、

別
の
日
へ
の
振
替
や
時
間
割
変
更

を
行
う
こ
と
に
よ
り
予
定
ど
お
り

の
授
業
時
間
数
を
確
保
で
き
た
。

議
員
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
中
央
プ
ー
ル
の

屋
内
プ
ー
ル
へ
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
時
間
を
か
け
て
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
全
体
を
見
据
え
た
上
で
、

子
ど
も
た
ち
を
含
む
市
民
の
皆
さ

ん
に
喜
ば
れ
る
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
市
内
の
公
立
保
育
園
の
多

く
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
計

画
的
な
修
繕
や
改
築
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
。
大
規
模
な
改
修

を
行
う
場
合
、
優
先
的
に
改
修
の

必
要
性
が
あ
る
設
備
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
照
明
設
備
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
や
計
画
的
に
空
調
設
備
を

更
新
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

考
え
て
お
り
、
推
進
を
強
く
お
願

い
す
る
。

議
員
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
に
お
い
て
、
災
害
対
策
に
か
か

る
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
の
ほ
か
、
防
災
に
関

す
る
啓
発
や
訓
練
、
講
座
情
報
を
、

災
害
時
に
は
各
種
避
難
情
報
の
ほ

か
、
市
内
の
被
害
状
況
や
避
難
所

の
開
設
状
況
等
を
配
信
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

議
員
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
防
災
に

生
か
す
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
積

極
的
な
活
用
推
進
を
要
望
す
る
。

保
育
園
の
設
備
に
つ
い
て

地
域
完
結
型
の
医
療
・

介
護
提
供
体
制
の
構
築
を

災
害
対
策
に
つ
い
て

庄
　
野
　
航
　
二
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

しょうの　こうじ

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

録画配信

栃
本
　
よ
し
か
ね
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

とちもと　よしかね

市
立
病
院
建
替
え
整
備

事
業
等
に
つ
い
て

録画配信

学
校
の
水
泳
授
業
の
指
導

委
託
及
び
今
後
の
学
校
プ

ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

改修後の塚越小学校トイレ

LINEのお友だち登録をすると
基本メニューから防災情報を

簡単に確認できる
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進
等
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

た
い
。

議
員
更
年
期
に
伴
う
体
調
不
良

は
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

不
調
を
抱
え
て
就
業
を
続
け
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
健
康
課
題
を
個

人
の
責
任
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

職
場
全
体
で
支
え
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
は
若
い
世
代
の
健
康
を
増
進
し
、

質
の
高
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
、

健
全
な
妊
娠
、
出
産
の
チ
ャ
ン
ス

を
増
や
し
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
を
健
康
に
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
が
、
本
市
の
健
康
教
育
に
取
り

入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
の
普
及
啓
発
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

対
象
者
が
学
業
や
仕
事
等
で
忙
し

い
世
代
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
取

議
員
現
在
、
全
国
の
83
・
６
％

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
空
調
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
を

進
め
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
。

教
育
部
長
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
躯
体
の
強
度
や
設
置
ス
ペ
ー
ス

の
不
足
等
に
よ
り
取
り
付
け
が
困

難
で
あ
る
た
め
現
状
で
は
設
置
し

て
い
な
い
。
工
事
費
用
が
高
額
化

す
る
懸
念
の
ほ
か
、
給
食
業
務
が

停
止
し
て
し
ま
う
等
、
想
定
さ
れ

る
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
必
要
性
の
認
識
は
持

ち
つ
つ
、
引
き
続
き
調
査
や
情
報

収
集
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
エ
ア
コ
ン
が
使
用
で
き
な

議
員
更
年
期
障
害
を
「
働
く
世

代
の
健
康
課
題
」
と
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
仕
事
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
離
職
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
、
働
く
上
で
も
重
要
な
健
康

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
正
し
い
知
識
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
相
談
機
会
を
設
け
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
更
年
期
症

状
や
治
療
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
男
性

の
更
年
期
障
害
も
含
め
、
理
解
促

い
の
で
あ
れ
ば
、
冷
却
ベ
ス
ト
等

を
調
理
作
業
時
に
着
用
し
て
は
ど

う
か
。
導
入
検
討
を
要
望
す
る
。

議
員
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
と

不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
か
。

教
育
部
長
栄
養
素
の
中
に
は
目

標
値
に
届
き
に
く
く
、
鉄
や
食
物

繊
維
等
が
や
や
不
足
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
。
食
べ
残
し
が
発
生
す

る
こ
と
で
栄
養
素
の
摂
取
不
足
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
喫
食
し
や

す
い
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
味
つ
け

に
す
る
等
、
工
夫
を
行
い
栄
養
不

足
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

議
員
数
値
的
な
目
標
を
持
っ
て

改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
給
食
費
無
償
化
と
質
の
確
保
の

両
立
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
現
在
、
国
に
お
い
て

検
討
や
制
度
設
計
が
行
わ
れ
て
い

る
段
階
で
あ
る
た
め
、
情
報
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
給
食

の
質
及
び
量
の
担
保
を
可
能
と
す

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
妊
娠
支
援
だ
け
で
な
く
、

生
涯
に
わ
た
る
健
康
支
援
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
農
業
体
験
は
命
や
自
然
、

地
域
、
社
会
等
を
学
ぶ
総
合
的
な

教
育
活
動
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
で
、

様
々
な
こ
と
を
学
べ
る
大
切
な
時

間
で
あ
る
。
中
央
公
民
館
・
下
蕨

公
民
館
・
旭
町
公
民
館
が
共
同
で

実
施
し
て
い
る
「
ぷ
ち
ト
マ
ト
く

ら
ぶ
」
の
事
業
開
始
時
期
を
現
在

の
５
月
か
ら
、
種
ま
き
、
苗
の
植

え
つ
け
を
行
う
３
月
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
部
長
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
の
一
連
の
作
業
体
験
は
こ
の

事
業
の
趣
旨
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
「
学
校
プ
ー
ル
の
民
間

委
託
と
既
存
プ
ー
ル
の
維
持
管

理
」
に
つ
い
て
質
問
。

る
十
分
な
予
算
措
置
を
講
じ
、
自

治
体
格
差
が
生
じ
ぬ
よ
う
国
に
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員
給
食
費
無
償
化
の
対
象
範

囲
や
開
始
時
期
、
実
施
方
法
に
つ

い
て
決
定
次
第
速
や
か
に
説
明
い

た
だ
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

議
員
健
診
の
申
し
込
み
方
法
に

は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
に
応
え
る
た
め
の
改
善
策
は

あ
る
か
。
ま
た
、
電
子
申
請
に
切

り
替
え
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
電
子
申
請
が
難

し
い
方
も
い
る
た
め
、
当
面
は
紙

の
申
請
書
と
併
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
に
定
員
を
設
け
て
柔
軟
に
対
応

す
る
等
の
検
討
を
進
め
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
健
診
案
内
の
作
成
等
、

改
善
に
努
め
る
。

議
員
高
齢
者
や
デ
ジ
タ
ル
に
不

慣
れ
な
方
へ
の
配
慮
も
実
現
し
、

利
便
性
を
高
め
る
工
夫
を
重
ね
、

市
民
満
足
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
妊

娠
前
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

多
世
代
交
流
を
促
す
自
然
体

験
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

健
診
の
申
し
込
み
方
法
に
関

す
る
課
題
と
改
善
の
方
向
性

更年期障害の症状は100種類以上

矢
　
嶋
　
聡
　
子
　
議
員
（
公
明
党
）

やじま　さとこ

働
く
世
代
の
健
康
支
援
と
し
て

更
年
期
障
害
対
策
を
!!

録画配信

岡
　
田
　
み
き
お
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

おかだ　みきお

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

調
理
場
の
労
働
環
境
改
善
を

録画配信

ペ
ル
チ
ェ
ベ
ス
ト
の
着
用
例

電
気
を
通
す
と
冷
た
く
な
る
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必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

議
員
訪
問
型
見
守
り
を
重
点
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生

委
員
と
の
連
携
を
図
り
、
防
犯
対

策
補
助
へ
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
地
域
ぐ
る
み
で

見
守
り
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
懸

念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
安

全
安
心
課
に
お
い
て
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
つ
つ
、
今
後
ど
の
よ
う

に
連
携
を
図
る
こ
と
が
効
果
的
な

の
か
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
通
話
録
音
機
能
付
き
電
話

機
の
購
入
費
補
助
を
高
齢

者
世
帯
以
外
の
方
々
に
も

助
成
対
象
の
拡
充
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
年
々
詐

欺
の
手
口
は
巧
妙
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

の
被
害
状
況
や
他
市
の
事

例
を
参
考
と
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
防
犯
カ
メ
ラ
だ
け

議
員
本
市
の
水
道
事
業
は
単
年

度
で
は
黒
字
だ
が
、
緊
急
対
応
等

に
よ
り
、
現
金
残
高
は
年
々
減
少

し
て
い
る
。
水
道
事
業
が
抱
え
る

最
も
大
き
な
問
題
は
何
か
。

水
道
部
長
給
水
量
の
減
少
が
最

も
大
き
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

節
水
機
器
の
普
及
等
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
明
確
な

対
応
策
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

議
員
県
水
の
料
金
改
定
を
踏
ま

え
、
最
低
限
の
水
道
料
金
値
上
げ

は
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
程
度

が
適
切
と
考
え
る
か
。

水
道
部
長
県
水
は
令
和
８
年
４

月
か
ら
約
21
％
の
料
金
改
定
を
予

議
員
本
市
で
も
昨
年
10
月
に
預

貯
金
を
奪
わ
れ
る
詐
欺
被
害
が
発

生
。
行
政
・
地
域
・
警
察
が
一
体

と
な
っ
た
「
福
祉
と
防
犯
」
の
複

合
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
ど
こ
に
重
点
を

置
き
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
市

長
の
見
解
は
。

市
長
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
こ
と
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
警
察
や
町
会
、
金
融

機
関
と
連
携
し
て
、
詐
欺
防
止
に

関
す
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
広

報
に
よ
る
周
知
、
防
災
行
政
無
線

等
で
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
手
口
が
あ
る
こ

と
を
様
々
な
形
で
啓
発
し
て
い
く

定
し
て
お
り
、
毎
年
６
５
０
０
万

円
ほ
ど
の
経
費
増
加
が
見
込
ま
れ

る
ほ
か
、
老
朽
管
等
の
更
新
、
施

設
の
維
持
管
理
費
の
増
か
ら
、
蕨

市
上
下
水
道
審
議
会
へ
「
適
正
な

水
道
料
金
等
の
設
定
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
」
旨
の
諮
問
を
行
っ

た
。
答
申
を
受
け
た
後
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長
平
成
28
年
度
に

下
水
道
管
路
長
寿
命
化
基
本
計
画

を
策
定
し
、
重
要
な
路
線
か
ら
の

管
路
の
調
査
や
改
修
工
事
を
進
め

て
き
た
。
今
年
度
は
、
ポ
ン
プ
場

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

今
後
は
計
画
に
基
づ
き
、
予

防
保
全
型
の
維
持
管
理
を
進

め
て
い
く
。

議
員
下
水
道
使
用
料
の
改

定
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長
物
価
高
騰

の
影
響
等
を
考
慮
す
る
ほ
か
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
等
に
も

配
慮
し
、
適
切
な
時
期
に
検

討
を
進
め
る
。

で
な
く
玄
関
ド
ア
の
防
犯
錠
等
、

防
犯
設
備
補
助
へ
の
拡
充
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
本
市
に
お
い
て

は
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の

申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
補
助

拡
充
に
つ
い
て
は
、
設
置
費
用
や

そ
の
効
果
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

議
員
若
者
層
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
「
闇
バ
イ
ト
」
等
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
る
。
学
校
や
図
書

館
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

実
施
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
学
校
で
は
、
埼
玉
県
警

等
に
よ
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

詐
欺
や
「
闇
バ
イ
ト
」
に
つ
い
て

の
指
導
を
行
う
ほ
か
、
啓
発
チ
ラ

シ
を
家
庭
へ
配
布
し
、
問
題
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
入
口
付
近

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
に
関
連
し
た
書
籍
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

ほ
か
に
「
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
活
用
し
た
緑
化
運
動
」
に
つ
い

て
質
問
。

議
員
市
立
病
院
で
は
長
期
間
赤

字
が
続
い
て
い
る
が
、
立
て
直
し

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

病
院
事
務
局
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
赤
字
幅

が
拡
大
。
令
和
６
年
度
決
算
で
は
、

約
３
億
２
９
０
０
万
円
の
純
損
失

を
計
上
し
た
。
立
て
直
し
に
は
、

入
院
患
者
の
確
保
を
軸
に
医
業
収

益
の
増
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
赤
字
額
の
削
減
に
努

め
て
い
く
。

議
員
未
収
金
の
発
生
状
況
は
ど

の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
令
和
６
年
度
、

新
た
に
発
生
し
た
未
収
金
の
額
は

８
０
６
万
９
５
８
８
円
で
あ
り
、

未
収
金
額
の
圧
縮
に
努
め
て
い
き

た
い
。

議
員
市
立
病
院
建
替
え
と
同
時

に
大
胆
な
経
営
改
革
を
行
う
こ
と

が
必
要
。
水
道
事
業
、
下
水
道
事

業
、
病
院
事
業
は
市
民
生
活
に
直

結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ

そ
、
中
期
的
な
視
点
で
更
新
投
資
、

料
金
改
定
、
経
費
削
減
の
バ
ラ
ン

ス
を
市
民
に
見
え
る
形
で
示
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

老朽化が進む上下水道管

高齢者の被害を防ぐためには
訪問型の啓発や見守りが重要

本
　
田
　
て
い
子
　
議
員
（
公
明
党
）

ほんだ　ていこ

世
代
を
問
わ
ず
広
が
る

詐
欺
対
策
に
つ
い
て

録画配信

大
　
石
　
幸
　
一
　
議
員
（
公
明
党
）

おおいし　こういち

令
和
６
年
度
企
業
会
計

決
算
に
つ
い
て

録画配信
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い
る
の
か
。
ま
た
、
意
見
交
換
会

の
実
施
は
可
能
か
。

市
民
生
活
部
長
に
ぎ
わ
い
交
流

拠
点
の
整
備
に
係
る
基
本
方
針
の

策
定
に
当
た
り
、
拠
点
エ
リ
ア
の

町
会
や
商
店
会
を
対
象
に
説
明
会

の
開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
等
、
広
く
意
見
等

を
募
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
は
ご
要
望
い
た

だ
け
れ
ば
お
答
え
し
て
い
き
た
い
。

議
員
情
報
共
有
し
合
い
な
が
ら

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
う
ち
、

公
共
機
能
部
分
に
つ
い
て
は
人
工

芝
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

寒
さ
、
暑
さ
の
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
人
工
芝
の
広

場
を
囲
む
よ
う
に
、
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
調
の
通
路
や
ベ
ン
チ
を
設

け
る
と
と
も
に
、
暑
さ
対
策
と

し
て
パ
ー
ゴ
ラ
を
設
置
し
た
り
、

熱
を
感
じ
に
く
い
人
工
芝
を
使

用
す
る
等
、
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
。

議
員
真
夏
及
び
真
冬
で
も
利

用
で
き
る
環
境
を
造
っ
て
い
た

議
員
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
整
備

事
業
の
目
標
と
成
果
を
ど
の
よ
う

に
見
据
え
た
上
で
、
事
業
を
進
め

て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
蕨
駅
西
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
新

た
な
集
客
拠
点
と
し
て
形
成
さ
れ

て
い
く
中
、
市
役
所
仮
設
庁
舎
跡

地
を
活
用
し
、
公
民
連
携
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
で
中
山
道
エ
リ
ア
へ
の
集
客

を
図
り
、
さ
ら
に
駅
西
口
周
辺
の

商
店
街
を
は
じ
め
、
駅
前
通
り
と

の
回
遊
性
を
生
む
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

議
員
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、

市
民
に
対
し
て
説
明
は
行
わ
れ
て

だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

議
員
最
近
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

利
用
す
る
方
が
減
少
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
が
、
出
店
の
現
状
は

ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
夏
季
は
市
内
外

で
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
を
優
先
す
る

傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
猛
暑
の
た
め

出
店
を
控
え
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
た
。
今
後
も
地
域
の
に
ぎ

わ
い
創
出
の
一
助
と
な
る
よ
う
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
購
入
者
か
ら
意
見
等
は
寄

せ
ら
れ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
い
ろ
い
ろ
な
お

店
に
来
て
ほ
し
い
、
量
を
減
ら
し

て
安
価
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
い

っ
た
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

議
員
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
毎
日
出

店
す
る
の
で
は
な
く
、
間
隔
を
空

け
た
方
が
ブ
ラ
ン
ド
力
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
も

本
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
。

市
役
所
敷
地
内
へ
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
出
店
の
現
状
は

議
員
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響

は
市
政
運
営
に
も
市
民
生
活
に
も

及
ぶ
。
本
市
の
財
政
見
通
し
と
市

民
負
担
に
か
か
わ
る
対
応
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
健
全
な
財
政
状
況
が
維
持

で
き
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
立
病
院
の
建
替
え
等
の
事
業
で

は
、
財
源
確
保
と
と
も
に
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
展
望
を
持
ち

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
。
一

方
、
市
民
生
活
は
厳
し
い
状
況
で

あ
り
、
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
が

一
番
の
使
命
。
法
律
や
国
・
県
の

関
係
で
市
民
負
担
の
見
直
し
が
避

け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
最
低
限
に

と
ど
め
、
丁
寧
に
説
明
す
る
等
最

大
限
努
力
す
る
。
全
体
で
の
物
価

高
騰
対
策
課
題
は
あ
る
が
努
力
し

た
い
。

議
員
多
文
化
共
生
指
針
の
実
施

状
況
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
令
和
６
年
度
ま

で
に
83
・
８
％
の
項
目
を
実
施
。

今
後
は
外
国
人
住
民
が
必
要
と
す

る
情
報
の
提
供
や
生
活
上
の
義

務
・
ル
ー
ル
等
の
理
解
促
進
が
課

題
。
住
民
同
士
が
異
文
化
の
理
解

を
深
め
る
上
で
交
流
機
会
を
増
や

す
等
の
観
点
か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

の
発
掘
・
育
成
に
努
め
て
い
る
。

議
員
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
等
は
地

域
に
差
別
や
分
断
を
生
み
出
し
、

多
文
化
共
生
を
否
定
す
る
。
最
近

耳
に
す
る
「
外
国
人
は
優
遇
さ
れ

て
い
る
」
と
の
言
説
は
事
実
で
は

な
い
と
認
識
す
る
が
、
国
保
と
生

活
保
護
の
外
国
人
住
民
の
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
国
保
の
被
保
険

者
に
お
け
る
外
国
人
の
割
合
が

25
・
３
％
に
対
し
、
医
療
費
で
は

６
・
84
％
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長
生
活
保
護
世
帯

全
体
で
の
割
合
は
3.5
％
（
人
口
全

体
で
の
割
合
は
約
13
％
）。

議
員
こ
う
し
た
事
実
と
多
文
化

共
生
の
意
義
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
問
題
点
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
禁
止
条
例
」

の
検
討
を
要
望
す
る
。

議
員
高
齢
者
等
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
費
や
電
気
代
等
の
補
助
制
度

を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
財
源
確
保
等
が

課
題
。
調
査
・
研
究
す
る
。

議
員
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
冷

房
等
の
空
調
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
厳
し
さ
を
増
す
暑
さ

の
中
で
喫
緊
の
課
題
。
し
か
し
工

事
費
用
の
高
額
化
や
工
事
に
よ
る

給
食
へ
の
影
響
等
の
課
題
も
あ
り

調
査
・
情
報
収
集
が
必
要
。

議
員
緊
急
の
手
立
て
を
取
っ
た

上
で
施
設
面
で
の
改
善
を
要
望
。

ほ
か
に
「
生
活
保
護
制
度
」
に

つ
い
て
質
問
。

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み

猛
暑
対
策
に
つ
い
て

にぎわいを創出する拠点へ

鈴
　
木
　
慎
乃
助
　
議
員（
日
本
維
新
の
会
）

すずき　しんのすけ

に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
整
備
事
業

の
進
捗
に
つ
い
て

録画配信

鈴
　
木
　
　
　
智
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

すずき　さとし

物
価
高
騰
の
影
響
と

市
政
運
営
に
つ
い
て

録画配信

空調整備などの対応が待たれる
給食センター
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ゆ
か
り
の
品
や
地
元
農
産
物
を
取

り
扱
う
物
販
施
設
と
し
て
の
機
能

の
ほ
か
、
ま
ち
の
歴
史
や
観
光
名

所
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
架
し
、
２
階
に
は
事
務
所
の

ほ
か
、
会
議
室
等
を
整
備
す
る
予

定
。
ま
た
、
施
設
奥
に
は
30
台
分

の
駐
車
場
を
整
備
し
、
そ
の
２
階

に
は
広
場
を
設
け
、
素
足
で
も
遊

べ
る
人
工
芝
等
を
設
置
し
、
暑
さ

対
策
と
し
て
パ
ー
ゴ
ラ
等
の
日
よ

け
設
備
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
住
民
説
明
会
等
の
開
催
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
基
本
構
想
の
段

階
で
近
隣
町
会
、
中
山
道
の
商
店

会
に
説
明
を
行
っ
た
。
今
後
も
ポ

イ
ン
ト
ご
と
の
説
明
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
町
会
長
連
絡

協
議
会
や
、
商
店
会
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
お
応
え
し
な
が
ら
、
丁

寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

議
員
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
の
地
元
の
商
店
・
公
共
施
設
の

努
力
は
必
要
。
そ
の
た
め
の
ア
シ

ス
ト
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
駅

西
口
再
開
発
と
の
回
遊
性
に
つ
な

が
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
す
る
。

測
値
と
実
績
値
と
の
乖
離
が
生
ま

れ
て
い
る
。
地
域
連
携
・
安
定
的

な
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
立

病
院
の
医
療
圏
に
於
け
る
環
境
変

化
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
例
え
ば
、
専
門
機
材
を
備

え
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
地
域
で
増
え

る
こ
と
で
、
市
立
病
院
で
の
外
来

の
ニ
ー
ズ
が
下
が
る
可
能
性
は
ど

の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
当
院
の
外
来
と

同
じ
機
能
を
持
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

開
設
さ
れ
れ
ば
、
受
診
の
ニ
ー
ズ

の
減
少
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
入
院
機
能

が
な
い
の
で
、
当
院
へ
の
入
院
の

需
要
と
い
う
部
分
も
出
て
く
る
も

の
と
考
え
る
。

議
員
入
院
が
増
え
る
診
療
科
や

診
察
が
ど
の
程
度
あ
る
か
分
析
が

必
要
だ
と
感
じ
る
。
各
種
御
答
弁

を
聞
く
と
、
今
で
き
る
経
営
改
善

策
は
全
て
行
っ
て
い
る
が
、
今
の

延
長
線
上
で
は
大
き
な
赤
字
改
善

の
手
は
見
え
て
来
な
い
。
期
待
が

持
て
る
と
す
る
と
、
新
病
院
に
な

り
環
境
が
改
善
さ
れ
て
、
出
産
数

や
入
院
稼
働
率
が
改
善
し
、
外
来

議
員
令
和
６
年
度
に
お
い
て
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
と
赤
字
額

は
ど
の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
令
和
６
年
度
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
は
５
億

円
、
純
損
失
か
ら
繰
入
金
と
補
助

金
を
除
い
た
額
は
約
８
億
５
０
０

０
万
円
と
な
る
。

議
員
「
市
立
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
」
に
記
載
さ
れ
た
令
和
６
年

度
の
収
支
予
測
と
、
実
際
の
決
算

と
の
差
は
約
4.6
億
円
と
な
り
、
プ

ラ
ン
策
定
か
ら
約
１
年
半
で
、
予

の
診
察
数
も
増
え
る
こ
と
だ
が
、

新
病
院
建
設
費
の
返
済
額
以
上
に

収
益
が
改
善
す
る
の
か
は
分
析
が

必
要
だ
と
感
じ
る
。
市
立
病
院
の

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
拡
充
が
可

能
な
ら
、
検
討
す
る
価
値
は
有
る

の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
市
立
病
院
の
第
一
の
使

命
は「
市
民
の
健
康
の
維
持
増
進
」

で
あ
る
。
病
院
の
診
療
機
能
を
全

て
維
持
し
て
赤
字
を
市
が
支
え
る

選
択
肢
も
あ
る
が
、
そ
の
予
算
を

予
防
医
療
や
介
護
予
防
に
使
っ
た

り
、
市
民
全
体
に
公
平
に
医
療
ア

ク
セ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
考
え

方
か
ら
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
交
通

を
走
ら
せ
、
市
民
が
市
立
病
院
・

他
の
病
院
・
市
内
に
ア
ク
セ
ス
出

来
る
こ
と
で
健
康
寿
命
の
増
進
に

も
資
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
市
長

に
は
今
後
と
も
多
角
的
な
視
点
で

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

ほ
か
に
「
総
合
診
療
医
が
在
宅

医
療
で
果
た
す
役
割
」「
車
で
の

送
迎
用
に
病
院
玄
関
へ
の
雨
避
け

設
置
」「
職
員
の
残
業
代
1.6
億
円

の
削
減
に
も
資
す
る
庁
内
Ｄ
Ｘ
の

推
進
」
等
に
つ
い
て
質
問
。

議
員
多
文
化
「
地
域
共
生
」
の

考
え
方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
民
生
活
部
長
外
国
人
住
民
が

必
要
と
す
る
情
報
や
地
域
社
会
で

生
活
す
る
上
で
の
義
務
や
ル
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
理
解
促

進
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
も
ご
み
の
捨
て
方
等
を

掲
載
し
た
外
国
人
生
活
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
配
布
す
る
等
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
一
方
、
住
民
同

士
が
異
文
化
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
市
及
び
町
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
外
国
人
住
民
と
の
関
係
を
つ

な
ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
よ
う

人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

議
員
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
第

２
次
多
文
化
共
生
指
針
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
の
よ
う
か
。

市
長
外
国
人
住
民
に
生
活
者
と

し
て
の
ル
ー
ル
を
よ
り
知
っ
て
も

ら
い
、
守
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
、

地
域
社
会
を
共
に
支
え
、
お
互
い

を
理
解
し
合
う
取
り
組
み
等
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
次
期
指
針
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
策
定
懇
談
会
で
の
議
論
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が

ら
、
議
会
で
の
提
言
等
も
し
っ
か

り
活
か
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

議
員
仮
設
庁
舎
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
駅
西
口
再
開
発
と

あ
わ
せ
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

回
遊
性
を
も
た
ら
す
事
業
と
す
る

よ
う
お
願
い
し
て
き
た
。
民
間
機

能
部
分
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
ダ
株

式
会
社
に
決
ま
り
、
敷
地
が
引
き

渡
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
公
共
機

能
部
分
の
仕
様
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
１
階
に
は
、
蕨

に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
に

つ
い
て

にぎわい交流拠点民間機能施設
（コメダ珈琲店）※画像はイメージ

前
　
川
　
や
す
え
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

まえかわ　やすえ

多
文
化
「
地
域
共
生
」
の

考
え
方
に
つ
い
て

録画配信

金
　
丸
　
け
ん
じ
　
議
員（
わ
ら
び
未
来
の
会
）

かなまる　けんじ

昨
年
度
8.5
億
円
赤
字
の
市
立
病
院

経
営
改
善
を
問
う

録画配信

全国の病院を取り巻く状況（私論）
●全国8割以上の病院が赤字で、医療崩壊の危機
●�背景には経費高騰（人件費・物価）で他業界は値上げ続
きだが、診察の値段（診療報酬）がずっと上がらない
●�ただし、国全体で毎年1兆円の医療費が増える中、診療
報酬を上げると国民負担が更に増えるので、地域のクリ
ニックや病院間での役割分担や効率化も求められる
●�2026年の診療報酬改定も注視しつつ、市民の健康を守
るため、蕨市はどの程度の財政負担でどのような機能が
必要か、経営改善のビジョンが必要
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市
民
生
活
部
長
衛
生
セ
ン
タ
ー

の
火
災
発
生
後
、
も
や
す
ご
み
は

他
の
自
治
体
へ
の
搬
送
、
処
理
を

行
っ
て
お
り
、
収
集
時
間
へ
の
影

響
及
び
費
用
面
等
か
ら
、
ご
み
の

減
量
化
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

今
月
か
ら
、
生
ご
み
処
理
機
及
び

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費
用
へ

の
補
助
を
開
始
。
生
ご
み
処
理
機

は
補
助
率
１
／
２
、
上
限
額
３
万

円
、
生
ご
み
処
理
容
器
は
、
補
助

率
１
／
２
、
上
限
額
３
０
０
０
円

（
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で
）。

議
員
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

廃
棄
方
法
に
つ
い
て
市
民
へ
の
周

知
や
広
報
は
。

市
民
生
活
部
長
本
年
12
月
か
ら
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
は
、
透

明
の
袋
に
入
れ
た
上
で「
消
火
器・

バ
ッ
テ
リ
ー
」
の
か
ご
に
分
別
い

た
だ
く
方
法
に
変
更
。
回
収
用
の

透
明
袋
を
、
啓
発
チ
ラ
シ
と
合
わ

せ
て
、
広
報
蕨
と
共
に
市
内
全
世

帯
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設

等
へ
配
架
す
る
。

議
員
自
転
車
事
故
が
増
え
て
い

る
現
状
か
ら
来
年
４
月
１
日
よ
り

道
路
交
通
法
の
改
正
が
行
わ
れ
る
。

市
内
で
は
歩
行
者
も
自
転
車
も
通

る
の
に
危
険
な
道
路
が
あ
る
が
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
図
る
か
。

市
長
自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
地
区
ご
と
の
整
備
や
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
き
て
事
故
件
数

の
減
少
を
図
っ
て
き
た
。
一
本
杉

通
り
は
拡
幅
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
実
際
に
は
進
ま
な
い
の
が
現
状
。

議
員
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
に

常
勤
の
職
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い

と
長
年
要
望
を
し
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
今
年
度
４
月
か

ら
１
日
７
時
間
、
週
５
日
勤
務
す

る
常
勤
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

１
名
配
置
し
て
お
り
、
10
月
に
は

さ
ら
に
も
う
１
名
を
配
置
予
定
。

議
員
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導

室
が
南
小
学
区
に
設
置
さ
れ
る
見

通
し
だ
が
、
設
置
場
所
は
。

健
康
福
祉
部
長
南
町
２
丁
目
の

南
町
郵
便
局
隣
り
の
建
物
１
階
空

き
店
舗
部
分
に
開
設
予
定
。

議
員
長
期
休
業
中
の
留
守
家
庭

児
童
指
導
室
の
宅
配
弁
当
に
つ
い

て
の
実
施
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
公
設
公
営
及
び

公
設
民
営
の
16
室
を
対
象
に
、
７

月
22
日
か
ら
８
月
22
日
ま
で
、
19

日
間
実
施
し
た
。

議
員
指
導
員
も
利
用
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
待
機
と
な
っ
て
い
る

児
童
館
利
用
の
４
年
生
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長
指
導
員
も
利
用

で
き
る
。
児
童
館
利
用
の
登
録
児

童
も
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

議
員
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
令
和
７
年
６
月
現
在

で
実
施
済
み
、
一
部
実
施
・
着
手

を
あ
わ
せ
て
84
％
で
あ
る
。

議
員
「
発
達
障
が
い
や
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
支
援

拡
充
」
に
つ
い
て
、
現
在
、
医
療

的
ケ
ア
児
へ
の
日
常
生
活
用
具
給

付
の
拡
大
を
行
っ
た
の
み
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
何
を
行
う
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
ま
だ
障
が
い
と

診
断
さ
れ
て
い
な
い
・
療
育
施
設

等
も
利
用
し
て
い
な
い
が
、
発
達

に
不
安
の
あ
る
保
護
者
に
対
す
る

相
談
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
も
っ
と

分
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題

で
あ
り
、
情
報
提
供
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

議
員
中
央
プ
ー
ル
の
室
内
化
に

つ
い
て
、
市
長
は
市
議
時
代
に
、

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
温
水
プ
ー
ル
を
」
と
公
約

に
掲
げ
た
こ
と
も
あ
る
。
温
水
プ

ー
ル
へ
の
思
い
は
。

市
長
こ
れ
か
ら
小
学
校
の
水
泳

授
業
の
民
間
委
託
を
広
げ
る
中
で
、

民
間
の
プ
ー
ル
が
突
然
使
え
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
間
を
通
じ

て
利
用
で
き
、
学
校
と
も
連
携
で

き
る
プ
ー
ル
が
必
要
で
は
な
い
か

と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
。

議
員
蕨
の
魅
力
を
高
め
る
上
で

も
、
ま
た
子
育
て
世
代
を
呼
び
込

む
た
め
に
も
、
子
ど
も
も
使
え
る

プ
ー
ル
の
整
備
を
要
望
す
る
。

議
員
最
近
、
外
国
人
の
生
活
保

護
に
関
す
る
誤
解
が
ネ
ッ
ト
を
中

心
に
広
ま
っ
て
い
る
。
外
国
人
の

生
活
保
護
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
本
市
の
受
給
１

３
０
０
世
帯
の
う
ち
、
46
世
帯
で

あ
り
、
全
体
の
3.5
％
で
あ
る
。

議
員
国
籍
別
で
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
フ
ィ
リ
ピ
ン
16

世
帯
、
韓
国
10
世
帯
、
中
国
８
世

帯
等
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
様
々
な
誤
っ
た
情
報
の
拡

散
等
も
含
め
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長
生
活
保
護
は
法
定
受
託
事

務
で
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
国
の

通
知
に
基
づ
き
全
国
同
様
の
対
応

で
あ
る
。
本
市
の
生
活
保
護
受
給

者
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
3.5

％
で
あ
り
、
日
本
人
世
帯
に
比
べ

て
は
る
か
に
低
い
。
こ
う
し
た
状

況
に
も
関
わ
ら
ず
誤
っ
た
情
報
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
、

外
国
人
へ
の
差
別
や
分
断
を
助
長

す
る
憂
慮
す
べ
き
状
況
だ
。
ま
た
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
日
本
人
の
住

み
に
く
さ
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
み
ん
な
が
住
み
や
す
い

ま
ち
を
作
っ
て
い
く
の
だ
と
、
引

き
続
き
訴
え
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
「
大
人
の
引
き
こ
も

り
」「
親
亡
き
後
の
障
が
い
者
」

等
に
つ
い
て
質
問
。

外
国
人
生
活
保
護
の
実
態
は

自
転
車
も
歩
行
者
も

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

保
育
行
政
の
充
実
を

榎
　
本
　
和
　
孝
　
議
員
（
無
所
属
）

えのもと　かずたか

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

中
央
プ
ー
ル
の
室
内
化
の
方
向
性
は

録画配信

山
　
脇
　
紀
　
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

やまわき　のりこ

ご
み
減
量
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る

録画配信

中央プールの室内化は魅力あるまちづくりにつながる

段ボールコンポストは失敗が少なく
安価な金額でスタートできる
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議
員
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

多
文
化
共
生
を
前
向
き
に
進
め
て

い
く
た
め
に
、
市
全
体
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
針
を
持
ち
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
日
本
の
法
律
、
生
活
習
慣

上
の
ル
ー
ル
、
文
化
も
含
め
て
伝

え
て
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
対
策
、
周
知
等
を
す

る
努
力
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
体
と
し
て
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
つ
な
が
る
と

い
う
立
場
で
、
引
き
続
き
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
体
育
施
設
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
時
の
大
規
模
避
難

所
と
い
う
観
点
よ
り
、
か
ね
て
か

ら
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
現
状
の
進
捗
は

ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
市
全
体
の
財
政
状
況

や
施
策
の
優
先
度
等
を
総
合
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
設
置

費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ

議
員
国
民
健
康
保
険
制
度
の
健

全
な
維
持
の
た
め
に
は
現
状
を
正

確
に
把
握
し
、
公
平
か
つ
実
効
性

の
あ
る
収
納
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
人
の
滞

納
率
8.3
％
に
対
し
、
外
国
人
は

19
・
７
％
と
約
２
倍
で
あ
る
が
、

外
国
人
に
対
す
る
収
納
率
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
催
告
書
を
送
付
す
る

際
は
７
か
国
語
の
案
内
チ
ラ
シ
を

同
封
す
る
ほ
か
、
市
役
所
窓
口
で

は
自
動
翻
訳
機
や
庁
内
の
通
訳
等

を
活
用
し
、
税
の
納
付
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
で
収
納
率
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
６
月
に
ア
リ
ー
ナ
内
に
４

台
の
冷
風
機
を
追
加
で
導
入
し
た
。

議
員
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、

市
債
の
活
用
等
も
含
め
前
向
き
に

検
討
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
の
見

解
は
い
か
が
か
。

教
育
部
長
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
が
、
実
際
に
設
置
す
る

と
な
る
と
一
定
期
間
ア
リ
ー
ナ
が

使
用
で
き
な
く
な
る
懸
念
等
が
あ

る
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
は
伺
っ

て
お
り
、
実
現
で
き
る
方
法
は
な

い
か
と
い
う
思
い
は
持
っ
て
い
る
。

議
員
エ
ア
コ
ン
設
置
の
見
積
も

り
の
際
に
自
家
発
電
設
備
の
費
用

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
空
調
を
増
設
す
る
場

合
は
、
エ
ア
コ
ン
用
の
電
源
を
別

に
確
保
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

仮
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
な

れ
ば
、
そ
こ
も
含
め
て
検
討
す
る
。

議
員
災
害
時
の
避
難
所
機
能
を

考
慮
し
、
前
向
き
な
検
討
を
お
願

い
す
る
。

ほ
か
に
「
路
上
喫
煙
及
び
吸
い

殻
の
ポ
イ
捨
て
に
関
す
る
対
策
」

等
に
つ
い
て
質
問
。

お互いの文化を尊重しつつ
地域社会のルールを共有しよう

小
　
林
　
利
　
規
　
議
員
（
新
翔
会
）

こばやし　りき

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

多
文
化
共
生
を
進
め
る
た
め
に

録画配信

　
第
87
回
　
全
国
都
市
問
題
会
議

蕨
市
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　
10
月
９
・
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
の

市
長
・
市
議
会
議
員
等
が
参
加
し
、
都
市
の
抱
え

る
問
題
や
地
方
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
す

る
「
第
87
回
全
国
都
市
問
題
会
議
」
が
栃
木
県
宇

都
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
は
、
３
名

の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
は「
成
熟
社
会
の
都
市
の
か
た
ち　

～
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
人
口
減
少
や
一
極
集
中
、
都
市
の
持

続
可
能
性
等
と
い
っ
た
現
代
の
社
会
的
課
題
へ
の

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
研
究
成
果
の
報
告
が
行
わ

れ
、
多
く
の
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
広
井
良
典
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
よ

り
「
人
口
減
少
・
成
熟
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ

ー
マ
に
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
報
告
を
行
っ
た
佐
藤
栄
一
・
宇
都
宮
市
長
か

ら
は
、
都
市
機
能
を
集
約
す
る
高
次
都
市
機
能
誘

導
区
域
を
定
め
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
等
に
都
市
機

能
誘
導
区
域
や
、
市
街
化
調
整
区
域
の
地
域
拠
点

を
定
め
る
と
と
も
に
、
誘
導
施
設
の
新
築
・
建
て

替
え
費
用
の
一
部
助
成
等
に
よ
り
、
幅
広
い
都
市

機
能
の
誘
導
・
集
積
を
図
る
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、「『
縮
充
』
発
想
に
よ
る
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
南
学
・
東
洋

大
学
国
際
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
所
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ト
ナ
ー
、「
都
市
縮
小
時
代
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り　
～
人
が
つ
ど
い 

未
来
に
躍
動
す
る 

世

界
都
市
・
高
松
～
」を
テ
ー
マ
と
し
た
大
西
秀
人
・

香
川
県
高
松
市
長
、「
次
世
代
交
通
と
コ
ン
パ
ク

ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
森
本
章
倫
・
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
内
田
奈
芳
美
・
埼
玉
大
学
大
学
院
人

文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
交
通
事
業
者
と
行
政
の
協
力
関

係
が
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
や
人
口

減
少
と
高
齢
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
室
蘭

市
の
取
り
組

み
、
ま
ち
な

か
と
郊
外
が

一
体
に
発
展

す
る
た
め
の

取
り
組
み
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
発

言
し
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

成
熟
社
会
の
都
市
の
か
た
ち

～
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～

議
員
派
遣
報
告
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編
集
後
記

　
も
う
12
月
。子
ど
も
の
頃
は

一
年
が
長
く
感
じ
た
の
に
、大

人
に
な
る
と
本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
。こ
の
感
覚
の
違
い
は

「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。人
は
年
を
重
ね

る
ほ
ど
、一
年
が
こ
れ
ま
で
生

き
て
き
た
時
間
の
中
で
占
め

る
割
合
が
小
さ
く
な
る
た
め
、

時
間
の
流
れ
が
早
く
感
じ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、子

ど
も
に
と
っ
て
の
一
年
は「
未

知
へ
の
発
見
」に
満
ち
、大
人

に
と
っ
て
の
一
年
は「
経
験
の

積
み
重
ね
」な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
市
議
会
と
し
て
も
、新
し
い

視
点
を
忘
れ
ず
、一
つ
一
つ
の

課
題
に
丁
寧
に
向
き
合
う
姿

勢
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、よ
り
よ
い
蕨
の

未
来
を
築
く
た
め
、こ
れ
か
ら

も
議
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　
岡
田
み
き
お

副
委
員
長　
金
丸
け
ん
じ

委
員　
　
　
宮
下　
奈
美

鈴
木
慎
乃
助

庄
野　
航
二

矢
嶋　
聡
子

榎
本　
和
孝

鈴
木　
　
智

大
石　
圭
子

古
川　
　
歩

常任委員会  視察報告
総務常任委員会

　見附市では、平成16年７月に大雨に
よる洪水で大きな被害を受け、災害対策
に積極的に取り組んでいます。ハード事
業では、田んぼダムや雨水貯留管・緊急
排水ポンプの設置、トイレトレーラーの
導入等があり、ソフト事業では、防災カ
メラの設置や避難するときに他の人にも
声かけをする避難インフルエンサーの拡
充、様々な防災訓練の実施、防災スクー
ルの推進等の取り組みを行い、災害に強
いまちづくりを推進していました。

　新潟市では、令和７年度末までに行政
手続きのオンライン化率90％を目指し、
令和６年度末で約84％の達成状況と
なっています。申請等のオンライン化に
よる市民の利便性向上や、ノーコード
ツールを利用した業務効率化などのメ
リットがあります。また、市内外の企業
が会員として参画できる「ＤＸプラット
フォーム」を運営し、異業種連携による
新たなビジネス創出や各会員企業のＤＸ
促進の取り組みを実施していました。

〇視察地・調査事項
♦新潟県見附市　防災対策について
♦新潟県新潟市　ＤＸの取り組みについて

令和７年11月５日～６日

環境福祉経済
常任委員会

　みとよ市民病院は、建設段階から施行
者が参画するECI方式を採用し、工期の
短縮とコスト抑制が実現されていました。
また、病床数を157床から122床へと削
減し、ほぼ全室の個室化を図り、入院差
額ベッド代を無料とすることで、患者や
家族の満足度も高まったそうです。高齢
化による医療需要の変化を見据えた組織
体制が構築されており、大変参考になり
ました。
　坂出市立病院は、平成３年には廃院勧

告を受けましたが、職員の意識改革を進
め、病院再建を果たしました。全職員参
加の部会活動の推進などにより、職員間
のつながりを深め、風通しを良くするこ
とで、医療の質の向上と職場環境の改善
を図ってきました。また、市民や患者か
らの意見や外来アンケートを通じて要望
を把握し、即応的な改善を図る取り組み
も印象的でした。困難な経営状況を乗り
越え、改革を進めてきた経緯は大変参考
になりました。

〇視察地・調査事項
♦香川県三豊市　市民病院建替えまでの経緯と経営再生に向けた取り組み等について
♦香川県坂出市　坂出市立病院の再建と経営等について

令和７年11月４日～５日

教育まちづくり
常任委員会

　三郷市立瑞沼学校給食センターは、高
水準の衛生管理体制が印象的で、アレル
ギー対応のため専用調理室を設け、専任
の栄養士による個別対応を実施するなど、
全ての児童が安心して給食を楽しめる環
境づくりが進められています。また、食
育推進の一環として、食生活や栄養バラ
ンスを可視化できる 「食育SATシステ
ム」を導入するなど、「食育・安全・地
域連携」を担う教育拠点として機能して
いることを実感しました。

　泉佐野市で実施されているこども朝食
堂は、市がNPO法人及び地域団体に委
託しており、市内全小学校13校で行わ
れています。週２回、各学校の家庭科室
で実施し、全児童が参加対象、事前申し
込み不要、参加費無料です。食事の提供
だけでなく、家庭や学校と地域をつなぐ
「朝の居場所」としての役割を果たして
おり、規則正しい生活リズムの確立や安
心して登校できる環境づくりに寄与して
いると実感しました。

〇視察地・調査事項
♦埼玉県三郷市　三郷市立瑞沼学校給食センターについて
♦大阪府泉佐野市　こども朝食堂の取り組みについて

令和７年10月16日～17日
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